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太陽系外惑星を直接検出するためには、恒星と惑星間の大きな強度比を克服するための観測装置が必要である。
これまでに、直接検出を実現するため、軸対称半波長板を用いた 2次光渦コロナグラフの開発が行われている（村
上他、2010年秋季年会 V14a）。さらに、光学素子の面精度に起因するスペックルノイズを低減するため、2次光渦
コロナグラフを用いた speckle decorrelation偏光差分法を提案した（濱口他、2012年秋季年会 V225a）。Speckle
decorrelation偏光差分法とは、カメラの露光中に偏光変調器を動かすことにより、スペックルをランダムに変化
させ、それを積算してスムージングする手法である。これにより、光渦コロナグラフのさらなる高コントラスト
化、および偏光観測による系外惑星のキャラクタリゼーションが期待される。我々は今回新たに、32分割 4次光
渦マスクを製作した。従来の軸対称半波長板では、2次の光渦を生成することができるが、tip-tiltエラーに弱い
という弱点が存在する。Tip-tiltエラーの影響は、より高次の光渦マスクにより緩和することができる。また、従
来の speckle decorrelation偏光差分法は、偏光変調器となる液晶リターダーを瞳面に置くことを提案していた。
今回新たに、焦点面に液晶リターダーを置くことを提案した。瞳面よりもビーム径が小さい焦点面に液晶リター
ダーを置くことにより、積算するランダムスペックルが増加し、結果としてより高いコントラストが期待される。
本講演では、32分割 4次光渦コロナグラフの性能評価、およびそれを用いた speckle decorrelation偏光差分法の
開発状況について報告する。


